
法政大学中学高等学校「学校いじめ防止対策基本方針」 2022/06/20 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴「いじめ」とは 「生徒に対して、当該生徒が在籍する学校に在籍している当該生徒と一定の人間関係を有するものが心理的または物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものを含む）であって、その行為の対象となった生徒が心身の苦痛を感じているもの」と規定する。 

⑵「重大事態」とは ・いじめにより生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき。・いじめにより生徒が相当の期間学校を欠席することが余

儀なくされている疑いがあると認めるとき。ただし、重大事態に該当するか否かについては、いじめを受けている生徒の状況の報告を受け、いじめ対策委員会が判断する。                                                        

「いじめ防止対策推進法」（平成 25 年法律 71 号）に基づく。 

いじめ防止等に関する学校の目標 

① 自他の人権を尊重する気風の醸成 

② 指導体制の確立 

③ 学校と保護者・地域社会との連携 

 

・いじめ防止等の対策のための「組織」 

 いじめ相談窓口、学年会、生活指導部、保健室、スクールカウンセラー 

 

・組織の児童・生徒・保護者・地域への周知方法 

 保護者会、学年通信、生活アンケート（用紙と結果）、学校ホームページ   等 

 

・いじめ防止の観点から働きかける指導内容 

 「かけがえのない存在」という人間の尊厳、いじめ問題への深い認識と広い知識、心理的事

実を見抜く洞察力、健やかな感性、相手の立場に立った共感的理解、人間関係の把握   等 

 

・インターネットを通して行われるいじめに対する対策について 

 学年会・情報科の指導における情報モラル教育の充実 

 パートナーシップ講習等による全校指導の充実 外部講師を招いた講演会の実施 

 新入生ガイダンスなどを利用した保護者への早期情報提供と注意喚起 

                      

 

○教職員の研修 

・人権感覚の練磨 

・体罰の否定 

・受容と寛容 

・尊厳を傷つけない指導 

・教育相談的援助 

・授業改善 

○生徒のアンケート及

び聴き取りの実施 

・いじめ防止月間の設定

を検討し，自と他に関

するアンケート実施。 

・生徒の自他への思いと

感性の把握。 

 

○スクールカウンセラーと

の連携 

・学年会、生活指導部との連

携の強化 

・担任を含めた状況把握と指 

 導状況の確認 

・アンケート結果等を含む情 

 報の共有 

○保護者・地域との連携 

・保護者会の工夫 

・三者面談の充実 

・学年通信等の配布 

・ＰＴＡ運営委員会との連携 

・保護者との合同行事  等 

＊重大事態への対処 

 

●いじめが「重大な事態」と

判断された場合の手順 

 

 

B        生活指導主任会報告内容「A事案」の場合（いじめを認知し，学校で組織的に対応する場合） 

＜実態把握の観点＞ 

 ・被害の様態 

 ・被害の状況 

 ・集団の構造 

 ・いじめの動機と背景 

 ・被害生徒の状況 

 ・加害生徒の状況 

 ・保護者や職員等の現状把握の状況 

 ・他の問題行動との関連 

 ・他の課題との関連 

②＜指導・支援の基本姿勢＞ 

 ・いじめ相談窓口の設置 

 （副校長・養護教諭） 

 ・いじめ対策委員会の設置 

 （校長・副校長・企画生活・生活指導主任・ 

    養護教諭・ＳＣ・学年主任・担任） 

 ・取組内容 

  教育相談体制の確立 

  保健室、ＳＣとの連携 

  学年、分掌の連携強化 

  いじめ問題の研修実施 

③＜被害生徒の支援＞ 

 ・安全確保 

・意向、要望の把握 

 ・見守り態勢、目に見える対応 

 ・人間関係の改善充実 

 ・課題解決への援助 

＜加害生徒の指導＞ 

・心理的な責任を果たさせる 

・法的責任を果たさせる 

＜その他＞ 

・学級、学年等への指導    等 

生活指導主任会報告内容「B事案」の場合（関係諸機関と連携して対応する場合） 

●関係諸機関との連携 

連携機関⇒（医療機関，指導室，教育相談所，子ども家庭支援センターのびのびひろば，多摩児童相談所，三鷹警察署等） 

 指導・援助の基本姿勢確認、緊密な連携体制の確立、当該生徒への支援方法を助言、協働事項の確認、関係機関の教示   等 

いじめの未然防止・早期発見のために 

 

いじめの対応 

 

①法政大学理事会への報

告をし,大学が設置する

組織との連携・協力 

 

②都教育委員会への報告  

 

③被害の児童・生徒への

緊急避難措置の検討，

実施 

 

④加害の児童・生徒への

懲戒や出席停止の検討 

 

⑤警察や児相等との連携 

 

⑥緊急保護者会の開催 

○いじめ防止に関する 

法令 

・日本国憲法 

・子どもの権利条約 

・世界人権宣言 

・国際人権規約 

・いじめ防止対策推進法 

・学校教育目標 

・指導重点項目 

         等 

○目標策定の方針 

生徒の実態 

・素直で明るくのびのび  

と活動する生徒が多い。 

保護者の願い 

・健康で安全な生活、確かな

学力の保障。 

 

対策の基本方針 

・いじめ早期発見のための事

前防止的危機管理体制の

確立を目指す。 

目指す生徒像 

① 基本的人権を尊重し、平和で民主的な社会の形成に資する主権者意識を持つ生徒 

② 「自由と進歩」を体現する主体的で創造的な生徒 

③ 知性と教養、健康な心と身体、思考力と判断力を有する生徒 

 



 

年 間 指 導 計 画 

 ４ 月   ５ 月    ６ 月    ７ 月    ８ 月    ９ 月    10 月    11 月    12 月    １ 月    ２ 月   ３ 月 

防止 

委員会 

           第 1回   第 2回              第 3回        第 4回           第 5回 

                 教員会議での共有 

生活指導 担任面談  アンケート①     中学振り返りシート          アンケート②    中学振り返りシート   中学振り返りシート 

生徒会活動             

道徳 

講座 

LHR 

基本的生活習慣・誠実・責任感・思いやり・友情・寛容の心・生命尊重・弱さの克服・正義・集団生活の向上・愛校心・人類愛 

集団生活のルール・諸問題の解決・思春期の不安や悩み・ジェンダーの理解協力・人間関係の確立・性的発達への適応・将来展望 

コミュニケーション活動               

家庭・地域 保護者会       保護者会        個人面談       保護者会             保護者会   


